
平成２７年５月２８日（木）

四国地方整備局 那賀川河川事務所

より的確な水防情報の提供に向けて

～「防災対応等の目安となる水位の見直し」について～

国土交通省では洪水時に迅速且つ的確に防災対応等を行う観点より近年

の洪水や堤防整備を踏まえて那賀川及び派川那賀川・桑野川（国管理区間）

における防災対応等の目安となる水位を見直しましたのでお知らせいたし

ます。

那賀川（国管理区間）については上流＊のはん濫危険水位＊（洪水により

相当の家屋浸水等の被害を生ずるはん濫の起こる恐れがある水位）と避難

判断水位＊（住民に対しはん濫発生の危険性について注意喚起を開始する

水位）を見直しました。

また、那賀川（国管理区間）の下流＊については変更していません。

派川那賀川・桑野川（国管理区間）については無堤部＊（堤防が整備さ

れていない地区のことで、洪水時の河川水位と比べて地盤高が低く河川の

水があふれてはん濫が生じる地区）の避難判断水位＊を追加し､有堤部＊（堤

防が設備されている地区）の避難判断水位＊を見直しました。

注）詳細は別紙－１～３参照

「＊」印は別紙－４の用語説明を参照

＜問 い 合 わ せ 先＞◎主な問い合わせ

◆国土交通省 四国地方整備局 那賀川河川事務所

電話（０８８４）２２－６４６１（代表）

ＦＡＸ（０８８４）２２－７０６２

副 所 長 市原 道弘 内線（２０５）
いちはら みちひろ

◎調査課長 清水 敦司 内線（３５１）
し み ず あ つ し



那賀川（下流）

古庄基準点

大原基準点

派川那賀川・桑野川（有堤）

那賀川（上流）

（はん濫危険水位＝6.1m） （はん濫危険水位＝8.8m）

（避難判断水位＝5.5m）

（避難判断水位＝5.8m） （避難判断水位＝7.9m）

那賀川・桑野川直轄管理区間における「はん濫危険水位・避難判断水位」＜平面図＞

別紙－１

この地図は、測量法第29条に基づく複製承認を得て、国土地理院発行の
5万分の1地形図を複製したもの（平25四復、第29号）を一部転載したものである。



別紙－２
はん濫危険水位・避難判断水位における変更前後の比較

◆変更前

◆変更後

河川名 基準地点 水防団待機水位＊ はん濫注意水位＊ 避難判断水位＊ はん濫危険水位＊ 計画高水位＊

古庄 3.50m 5.00m

6.50m（上流）＊ 6.50m（上流）＊

8.823m

6.275m

-

7.90m（下流）＊ 8.80m（下流）＊

大原 3.40m 4.15m

-

5.40m

↓

基準地点 水防団待機水位＊ はん濫注意水位＊ 避難判断水位＊ はん濫危険水位＊

-

7.90m（下流）＊

計画高水位＊

5.80m（上流）＊ 6.10m（上流）＊

8.823m

那賀川

派川那賀川・
桑野川

河川名

那賀川 古庄 3.50m

派川那賀川・
桑野川

大原 3.40m 4.15m 6.275m

5.00m

8.80m（下流）＊

4.80m(無堤部)＊ -

5.50m（有堤部）＊
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別紙－４

用語説明

◇計画高水位

堤防等を作る際に洪水に耐えられる水位として指定する最高の水位

◇はん濫危険水位

洪水により相当の家屋浸水等の被害を生ずるはん濫の起こる恐れがある

水位

◇避難判断水位

住民に対しはん濫発生の危険性について注意喚起を開始する水位

◇はん濫注意水位

出水時に災害が起こる恐れがある水位

◇水防団待機水位

水防団が待機する水位

◇有堤部

堤防が整備されている地区

◇無堤部

堤防が整備されていない地区のことで、洪水時の河川水位と比べて地

盤高が低く河川の水があふれてはん濫が生じる地区

◇上流

北岸堰～十八女大橋直下流付近

◇下流

北岸堰～那賀川河口付近




